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⑤ゆ鞠ゆ

【
農
林
技
術
賞
】

個
人
の
部

・
畜
産
部
門
　
海
野
　
直
（
寺
迫
）

・
果
樹
部
門
　
口
置
美
千
代
（
鶴

　
　
　
　
　
　
野
内
）

・
特
別
功
労
　
黒
木
金
一
（
寺
迫
）

・
特
別
功
労
　
故
那
須
泰
彦
（
坪
谷
）

団
体
の
部

・
東
郷
町
和
牛
振
興
会

【
寒
蘭
展
】

・
東
郷
町
長
賞
　
黒
木
正
弘
（
寺
迫
）

【
高
齢
者
作
品
展
】

・
優
等
　
塩
月
リ
エ
子
（
鶴
野
内
）

・
優
等
　
山
口
千
歳
（
八
重
原
）

【
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
】

・
金
賞
　
山
本
　
公
生
（
日
向
市
）

【
囲
碁
大
会
】

・
優
勝
　
尾
崎
諸
天
（
南
郷
村
）

、

工L四二塗

「

引
試

お糺珊選会場

農
林
産
品
展
の
お
礼

　
本
年
も
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
で
農
林
産
品
展
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

出
展
者
　
8
2
名
、

出
点
数
　
2
4
5
点
、

販
売
金
　
6
1
，
7
5
0
円

　
販
売
代
金
は
、
台
風
災
害
の

義
援
金
と
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

避矯

受賞者の皆さん

’7 ・．贋＝ O　　4　璽

　　　G四二
‘⊃

　11月5日（土）、6日（日）に、牧水の里の秋祭り第23回東郷町産業文化祭が道の駅とうこうで開催され

ました。

　イベント広場には、沖縄県宜野湾市の黒砂糖つくりの紹介、北海道幕別町のジンギスカンの振る舞い、

ふるさと市場、婦人会、商工会等、各種コーナーが設営され、さくら館での各種作品展や農業改良普及セン

ターでの農林産品展、寒蘭展など大勢の来場者でにぎわいました。

　また、特設ステージでは地元出身の歌手水沢明美（仲深）さん、藤方裕子（羽坂）さん、叶竜也（寺迫小学校）

さん、山本秀子（鶴野内）さん、河野勝光（越表）さんによる歌揺ショー、宜野湾市青年団による沖縄民謡・踊

りの披露、また町民によるダンスや民謡、太鼓の演奏、地芝居など多才な内容で行われました。

　本年は、台風14号の襲来により本町においても多大な被害を受けましたが、「元気・助け合い」をテーマ

に、町民による牧水のふるさと東郷の秋祭り開催となり、訪れた大勢の人々の歓声が響く中、盛会の内に

幕を閉じました。

誌　・艮　＝＝・　噛　　塁… ．’ w露　　＝　研’ ・● @・●　。
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台
風
1
4
号
被
災
世
帯
を

対
象
に
説
明
会
を
開
催

　
町
で
は
、
去
る
1
0
月
1
2
日
と
1
3
日
、

台
風
1
4
号
の
被
災
世
帯
を
対
象
に
支

援
策
の
お
知
ら
せ
、
意
見
・
要
望
の

聞
き
取
り
を
行
う
た
め
、
説
明
会
を

公
民
館
等
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
際
に
主
に
次
の
よ
う
な
意
見
・

要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
掲
載
し

ま
す
。

　
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
は
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
事
項
、
日

向
市
と
の
合
併
後
に
新
市
に
引

き
継
い
で
取
組
む
事
項
、
県
・

国
に
要
求
し
て
実
現
を
図
る
事

項
な
ど
あ
り
ま
す
。
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
は
納
得
の
い
か
な
い

こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
御
了
解
願
い
ま
す
。

引
続
き
対
策
に
取
組
ん
で
い
き

ま
す
。【

河
川
改
修
関
係
】

○
広
瀬
地
区
は
、
集
団
移
転
も
考
え

　
て
も
ら
い
た
い
（
広
瀬
）

○
広
瀬
の
堤
防
を
嵩
上
げ
す
る
と
い

　
う
話
を
聞
く
が
、
福
瀬
下
村
地
区

　
に
さ
ら
に
浸
水
の
影
響
が
及
ぶ
恐

　
れ
が
あ
る
（
福
瀬
）

○
想
定
し
て
い
る
水
位
よ
り
も
今
回

　
の
水
位
は
高
か
っ
た
。
福
瀬
の
鳥
川
、

　
下
村
地
区
の
嵩
上
げ
は
変
更
し
な

　
い
の
か
（
七
瀬
）

○
家
屋
の
嵩
上
げ
を
し
た
の
に
、
浸

　
遷
し
た
。
設
計
変
更
は
な
い
の
か
（
中

　
野
原
）

○
築
堤
（
堤
防
工
事
）
が
行
わ
れ
て

　
い
る
が
、
内
水
対
策
は
ど
う
す
る

　
の
か
（
小
野
田
）

○
河
川
の
砂
利
の
撤
去
は
で
き
な
い
か
。

　
特
に
坪
谷
川
と
耳
川
の
合
流
地
点
（
羽

　
坂
）

○
農
道
に
土
砂
が
た
ま
り
、
通
行
で

　
き
な
か
っ
た
。
町
道
の
迂
回
路
と

　
し
て
も
利
用
す
る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ

　
ン
の
確
保
と
し
て
対
策
は
と
れ
な

　
い
か
（
羽
坂
）

○
羽
才
智
の
橋
げ
た
に
木
材
が
引
っ

　
か
か
っ
て
い
る
。
下
に
い
る
人
に

　
落
下
し
た
ら
危
険
で
あ
る
。
早
く

　
撤
去
し
て
ほ
し
い
（
羽
坂
）

○
堤
防
工
事
に
関
し
問
題
が
あ
る
の

　
で
は
な
い
か
。
鶴
野
内
で
も
宅
地

　
の
嵩
上
げ
を
（
鶴
野
内
）

○
越
表
町
水
流
の
橋
が
架
か
っ
た
ら

　
水
が
上
が
り
だ
し
た
。
宅
地
嵩
上

　
げ
を
し
な
い
と
家
の
建
替
え
、
修

　
理
も
で
き
な
い
（
越
表
）

○
土
木
事
務
所
は
国
道
下
の
暗
渠
を

大
き
く
し
た
の
で
大
丈
夫
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
床
上

浸
水
し
た
。
自
宅
の
進
入
路

が
国
道
よ
り
低
い
の
で
整
備

し
て
ほ
し
い
（
越
表
）

【
家
屋
調
査
関
係
】

○
家
屋
調
査
の
結
果
を
各
戸
に

　
説
明
し
て
ほ
し
い
（
鶴
野
内
）

○
家
屋
の
被
害
調
査
は
行
っ
た

　
の
か
、
評
価
は
ど
う
か
（
鶴
野

　
内
）【

避
難
関
係
】

○
鹿
瀬
地
区
に
は
避
難
勧
告
は

　
な
か
っ
た
が
ど
う
し
た
の
か

　
（
鶴
野
内
）

○
避
難
勧
告
の
理
由
が
、
上
椎

　
葉
ダ
ム
の
放
流
開
始
と
い
う

　
が
ど
う
い
う
こ
と
か
（
鶴
野
内
）

○
鶴
野
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

　
避
難
場
所
に
は
適
し
て
い
な
い
（
鶴

　
野
内
）

○
避
難
場
所
の
見
直
し
、
避
難
場
所

　
の
備
品
の
充
実
、
高
齢
者
等
用
の

　
ベ
ッ
ド
の
準
備
を
す
べ
き
（
鶴
野
内
）

○
長
期
的
な
避
難
に
対
応
で
き
る
よ

　
う
な
準
備
を
（
鶴
野
内
）

○
上
椎
葉
ダ
ム
が
決
壊
し
た
場
合
の

　
避
難
道
整
備
を
要
望
す
る
（
鶴
野
内
）

○
消
防
団
に
避
難
者
の
把
握
を
依
頼

　メ

4
鍵滋’

ゴ

　
さ
れ
た
が
、
暴
風
雨
の
中
で
は
団

　
員
の
安
全
確
保
を
考
え
る
と
無
理

　
で
あ
る
（
鶴
野
内
）

○
避
難
者
は
あ
た
た
か
く
迎
え
入
れ
、

　
言
葉
使
い
に
も
注
意
し
て
も
ら
い

　
た
い
（
小
野
田
）

【
ダ
ム
管
理
関
係
】

○
ダ
ム
も
土
砂
が
堆
積
し
浅
く
な
っ
て

い
る
。
湊
漢
の
話
は
な
い
の
か
（
福
瀬
）

○
ダ
ム
が
あ
る
か
ら
災
害
が
起
き
る
。
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遡
斑麟

　
空
に
し
て
お
け
ば
い
い
（
福
瀬
）

〇
九
電
は
ダ
ム
管
理
に
つ
い

　
て
適
正
に
基
準
に
そ
っ
て

　
管
理
し
て
い
る
と
い
う
が
、

　
利
水
で
は
こ
の
よ
う
な
災

　
害
が
お
こ
り
や
す
い
。
治

　
水
ダ
ム
の
機
能
を
持
た
せ

　
る
よ
う
県
に
要
望
し
て
ほ

　
し
い
（
広
瀬
）

○
土
木
事
務
所
、
ダ
ム
管
理

　
者
（
県
企
業
局
）
と
協
議
の

　
場
を
作
っ
て
ほ
し
い
（
越
表
）

〇
九
電
の
放
流
対
策
で
、

　
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

　
る
よ
う
強
力
に
要
望
し
て

　
ほ
し
い
（
鶴
野
内
）

○
被
災
者
の
会
を
立
ち
上
げ
、

　
九
電
に
要
望
し
て
い
く
必

　
要
が
あ
る
（
鶴
野
内
）

○
前
日
ま
で
は
ダ
ム
の
放
流

　
は
な
い
が
、
当
日
は
増
え
る
。

　
事
前
の
放
流
は
で
き
な
い

　
の
か
（
鶴
野
内
）

〇
九
電
は
人
命
軽
視
で
な
い
か
。

　
（
鶴
野
内
）

【
オ
フ
ト
ー
ク
関
係
】

○
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
を

　
防
災
無
線
に
変
え
ら

　
れ
な
い
か
（
小
野
田
）

○
オ
フ
ト
ー
ク
で
ダ
ム

　
の
放
水
量
や
東
郷
橋

　
の
橋
脚
で
の
位
置
を

　
放
送
し
て
も
旦
ハ
体
的

　
に
ど
う
い
う
状
況
か

　
わ
か
ら
な
い
　
放
流

　
が
何
ト
ン
だ
か
ら
ど

　
こ
で
水
位
が
何
メ
ー

　
ト
ル
上
が
る
と
か
の

　
放
送
を
し
て
も
ら
い

　
た
い
（
小
野
田
）

○
口
調
は
ゆ
っ
く
り
、

　
3
回
繰
り
返
し
て
放

　
送
し
て
ほ
し
い
（
小

　
野
田
）

○
避
難
場
所
、
水
位
等
の

　
情
報
の
広
報
を
（
（
鶴
野
内
）

○
放
流
量
、
河
川
の
水
位
に

　
つ
い
て
し
か
放
送
が
な
か

　
つ
た
。
危
険
水
位
、
橋
げ

　
た
ま
で
あ
と
ど
の
く
ら
い

　
と
か
旦
ハ
体
的
情
報
が
な
か

　
つ
た
（
鶴
野
内
）

○
姦
濫
区
、
小
丸
川
の
情
報

　
に
つ
い
て
は
流
し
て
い
な

　
い
（
越
表
）

【
そ
の
他
】

○
山
陰
地
区
簡
易
水
道
の
水

　
源
は
河
川
の
中
に
あ
る
。

　
別
の
水
源
を
確
保
す
る
必

　
要
が
あ
る
（
小
野
田
）

○
台
風
通
過
後
に
諸
塚
の
ダ

　
ム
が
決
壊
し
た
と
い
う
デ

　
マ
が
流
れ
た
。
役
場
は
す

　
ば
や
く
真
偽
の
情
報
を
キ

　
ャ
ッ
チ
し
、
広
報
し
て
ほ

　
し
い
（
小
野
田
）

○
役
場
と
し
て
は
、
今
回
の

　
台
風
災
害
を
受
け
て
、
何

　
ら
か
の
対
策
を
立
て
、
そ

　
の
内
容
を
町
民
に
知
ら
せ

　
る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
て

　
い
な
い
か
（
小
野
田
）

○
異
常
気
象
は
当
た
り
ま
え

　
な
の
で
、
何
が
起
き
て
も

　
い
い
よ
う
に
対
応
を
徹
底

　
す
べ
き
で
は
な
い
か
（
鶴

　
野
内
）

D

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

真
夜
中
に
夫
の
寝
息
た
し
か

む
る
人
間
の
命
の
限
り
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

ま
だ
明
け
ぬ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
朝
明
け
に
灯
り
の
と
も

り
て
保
母
の
見
回
る

　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

深
呼
吸
す
れ
ば
秋
風
爽
や
か
に

野
辺
の
芒
の
穂
を
ゆ
ら
し
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

台
風
の
明
日
に
も
く
る
か
豊
穣

の
稲
穂
大
き
く
波
打
ち
て
お
り

　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

雲
あ
つ
き
空
は
い
つ
し
か
十

六
夜
の
月
天
の
パ
ノ
ラ
マ
ひ

と
り
じ
め
す
る

　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

て
り光

終
え
し
母
は
冥
土
へ
六
十

年
如
何
に
お
わ
す
か
阿
弥
陀

浄
土
は

　
　
　
　
　
　
三
浦
園
圃

高
原
の
す
す
き
の
野
を
ゆ
く

君
と
わ
れ
遠
い
過
去
か
も
知

れ
ぬ
こ
の
今

　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

濁
流
が
田
畑
呑
み
込
み
迫
り

来
る
為
す
す
べ
も
な
く
リ
ュ

ッ
ク
を
背
負
う

　
　
　
　
　
　
若
藤
美
智
子

明
日
は
こ
わ
さ
る
る
我
が
家

の
暗
き
広
間
に
今
宵
は
一
人

や
す
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

洪
水
に
浸
か
り
し
歌
集
捨
て

　
　
　
い
つ
く

が
た
く
慈
し
む
ご
と
日
向
に

ほ
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

水
害
を
自
然
災
害
と
い
う
は
な

し
地
球
温
暖
化
を
人
等
言
ふ

　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

綿
の
種
蒔
く
時
期
遅
れ
花
盛

り
上
弦
の
月
に
鮮
や
か
に
み
ゆ

　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

台
風
の
荒
れ
る
一
夜
を
一
人

居
て
ニ
ュ
ー
ス
み
て
お
り
夜

の
更
け
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男
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峯早早

　　「小児救急医療電話相談事業」について
県では、休日等の夜間において、小児救急患者の保護者等からの電話による相談を受ける事業を、

11月3日から開始しました。

夜間の子どもの急病時、病院に行った方が良いかどうか判断に困ったときにご利用下さい。

小児科医の支援体制のもとに看護士が相談に応じます。相談料は無料です。

【相談日時】

○土曜、日曜、祝日及び年末年始（12月29日～1月3日）

○午後7時～午後11時

【相談電話番号】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駁
○プッシュ回線の場合　　＃8000

0携帯電話、ダイヤル回線、IP電話等　　0985－35－8855

　※通話料は利用者負担となります。

【相談対象者】

○県内に住む15歳未満の子ども及びその保護者

【利用上のご注意】

○直接患者の状態を診て行う診断・治療ではないので、限界があることをあらかじめご承知ください。

○電話が混み合ってつながりにくい場合が予想されますが、あらかじめご了承ください。

○保護者の目から見て、明らかに緊急を要する急病の場合は、119番をご利用ください。

「保健所の一般健康診断業務の廃止」について

保健所で月2回実施している健康診断業務は、平成

電
や
す
ら
ぎ
館

8
6
9
－
3
3
6
7

可2月号行事予定表

期　日　　場　　　所　　受付時間
話そや会（糖尿病コントロール教室）

7日目水）やすらぎ館　　　9：30

18年3月末をもって廃止されます。

@平成18年4月以降は、最寄りの医療機関をご利用

ｭださい。

@なお、一般的な健康相談については、引き続き、保

衷鰍ﾅ実施していますので、気軽にご相談ください。

@　　　12月地区巡回健康相談

リハビリ教室
8日（木）シルバーセンター　　10：30

赤ちゃん健康相談
14日（水）やすらぎ館　　9：30～10：00

期日 会　　　場 受付時間 1歳6か月児健康診査

大工野集落センター 9：00～9：15
14日（水）やすらぎ館　13：30～14：00

2日（金） 2歳6か月児健康診査
鶴野内コミュニティセンター 11：00～11：15 14日（水）やすらぎ館　14：00～14：30

5日（月） 迫野内地区多目的集会施設 9：00～9：15 さくらんぽの会
20日（火）さ　く　ら　館　　　9：30

9日（金） 東上コミュニティセンター 9：00～9：30

いきいき元気塾

地　内　集　会　所 9：00～9：15 21日（水）やすらぎ館　　　9：30
13日（火）

八重原高齢者プラザ 11：00～11：15
1人当たり医療費（平成17年3月～平成17年6月）単位、円

東　郷　町
田　野　公　民　館 9：00～9：15

1人当たり医療費1順位
市町村平均

15日（木）

稲葉野地区多目的集会施設 11：00～11：15 一般
80，410　120　　　　1

75，953

羽坂生活改善センター 9：00～9：15 退職 134，450　ロ1 123，806

老健 263，687i16 268，96416日（金）

硯　野　集　会　所 13：30～14：00

合計 143，583　110 132，971

’「 ．．口； ﾟ　　．　1 ＝＝．・　　．　　富”L・

遡
糊翻島影被窩叡麹緩穿｝の圃配甥臨謎』ま、糧3癬

　先般の台風14号で被災を受けられました皆様には、心からお見舞い申し上げますとともに、町内外の団体・

企業・個人の皆様から義援金等多数の善意が寄せられましたことに心からお礼申し上げます。

　町では、皆様から寄せられました義援金につきまして、11月14日に配分検討会を開催し、次のとおり配分

方法等を決定しましたので、被災されました皆様方の一日も早い復興をご祈念申し上げ、ここにご報告いたします。

1．平成17年10月末現在の義援金

区　　　　分 金　　　額 説　　　　　明

宮崎県第1次配分金 2，115，000円 9月8日～10月14日までの義援金

東　郷　町　受　付　分 2，779，000円 役場、郵便局、社会福祉協議会受付

合　　　　　計 4，894，000円

2　配分方法等

○配分方法についての基本的な考え方

　　宮崎県義援金配分基準額（全壊30，000円、半壊15，000円、床上浸水10，000円）及び平成9年、平成16年台風

　義援金の町配分基準額を基に配分方法等を協議しました。

1）配分方法

　宮崎県の義援金募集期間が9月8日から11月30日までとなっており、県では迅速性確保の観点から、2回に

分けて配分することとなっていますので、町においても下表により配分することとしました。

区　　　分 配　分　対　象　義　援　金 配　分　時　期

第　1次配　分 平成17年9月8日～10月31日までの義援金 ll月末までに配布

第2次配　分 平成17年11月1日～11月30日までの義援金 12月末に配布予定

2）第1次配分の配分基準額

被災区分 配分基準額 被　災　区　分 配分基準額

全壊　（住家） 50，000円 床上浸水（住家） 20，000円

半壊（住家） 25，000円 床上浸水（住家以外） 10，000円

床下浸水（住家） 10，000円

3）第2次配分について

　第2次配分の配分基準額については、第1次配分後の義援金寄託額の範囲内で、第1次配分基準額の割合に

より配分することとしました。

O●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一◎●一〇●一◎●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一◎●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●
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【沖縄県宜野湾市】

　ll月5日、6日、姉妹都市である宜野湾市の伊波市

長外3名の市職員が来町し、東郷町として最後となっ

た牧水の里の秋祭りに参加しました。

　また、本町の青年との交流のため訪れた青年3名も、

ステージで沖縄の舞踊を披露し祭りに花を添えました。

今回、青年団に同行した宜野湾市教育委員会の田場係

長は、児童交流で本町児童が宜野湾市を訪問した際、

心のこもった暖かい配慮をいただいている方の一人で

す。その田場係長が、本町が合併することに伴い今後

の交流が気遣われる中で、姉妹都市としての永遠の絆

に想いを寄せて詠まれた歌を紹介します。

　歌には、そんな気持ちを表現した解説が添えられて

いました。
　　わか　ばや　　し　　　　　やま　がげ

　　若雛子　山陰までも　秋祭り
　　　　　　　　　　　とわ　　　　牧水の里　永久に多売けと

　　　　　　　　　　　　　　田場盛茂

　　【北海道幕別町】

…i　幕別町とは若山牧水のとりもつ縁で、昭和49年2月

　に友好町提携の盟約で結ばれ、以来30余年を青年・児

li童の交流を中心に親密な交流が続けられてきました。

　　本町の日向市との合併及び幕別町の町村合併を控え、

　11月10日幕別町から岡田町長外2名が来毒し友好町議

　携の盟約を解消する覚書を交わしました。
：i　小林町長は、　「歴史の流れの中では如何ともしがた

iい一つの宿命と思い、次善の策として再出発を前提と

　しての友好町提携の盟約を解消することとなった。合

　併後も未来永劫にわたる友情を誓い、児童を中心とし

　たこれまでどおりの交流の継続を約束したい。」とあ
liいさつを述べました．
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ラ
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ラ
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ゴ
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フ
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さ
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、
町

内
か
ら
1
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7
名
が
参
加
し
熱
戦

を
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り
広
げ
ま
し
た
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熱
戦
の
末
、
寺
迫
の
橋
口
琢
美

さ
ん
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

準
優
勝
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は
仲
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矢
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さ
ん

3
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ワ
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6
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獲
得
し
ま
し
た
。

磁

華驚
．

欝

　
1
0
月
2
5
日
（
火
）
　
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
秋
季
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
か
ら
1
5
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
優
勝
は
寺
迫
B
チ
ー
ム
、
準
優

勝
に
小
野
田
チ
ー
ム
、
第
3
位
に

仲
深
チ
ー
ム
・
越
表
A
チ
ー
ム
が

そ
れ
ぞ
れ
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
1
1
月
1
3
日
（
日
）
　
牧
水
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
ふ
れ
あ
い
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
1
4
組
2
7
名
の
参
加
者

が
集
ま
り
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

優
　
勝
　
那
須
健
司
（
坪
谷
）

　
　
　
高
木
敏
行
（
福
瀬
）

準
優
勝
　
稲
田
真
一
（
田
野
）

　
　
　
谷
口
典
大
（
福
瀬
）

第
3
位
　
三
浦
一
将
（
仲
深
）

　
　
　
酒
井
誓
也
（
坪
谷
）

【
女
子
の
部
】

優
　
勝
　
高
木
美
早
紀
（
福
瀬
）

　
　
　
山
村
飛
鳥
（
日
向
）

準
優
勝
　
橋
口
悦
子
（
西
郷
村
）

　
　
　
田
中
ゆ
か
り
（
西
郷
村
）

第
3
位
　
矢
野
ゆ
か
り
（
坪
谷
）

　
　
　
矢
野
恵
子
（
坪
谷
）

『
・
≒

一
始遡
＼

愚

蓋

　
1
1
月
3
日
（
木
）
、
延
岡
市
で
行

わ
れ
た
全
日
本
空
手
道
連
盟
剛
柔

会
宮
崎
県
支
部
大
会
に
本
町
か
ら

7
名
（
順
泉
館
　
橋
口
泉
館
長
）

が
出
場
し
、
組
み
手
の
部
で
小
野

田
の
西
田
沙
希
さ
ん
が
、
ま
た
羽

坂
の
中
井
真
衣
さ
ん
は
初
出
場
な

が
ら
準
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
組
手
】

　
立
　
暴
悪
館

【
組
手
】

準
優
勝
　
西
田
沙
希
（
東
郷
小
5
年
）

準
優
勝
　
中
井
真
衣
（
東
郷
小
3
年
）

到旧昼1醗酵匿彪董茎距蓬言書罐1
●

・｝
D

欄●

3＝婚膿



謙覇輔，

τり

12

撃
ﾌ
三
選
擶
調

ビ
デ
オ
上
映
会

☆
9
日
（
金
）
1
6
時
0
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
塩
ふ
き
う
す
」

「
あ
と
か
く
し
の
雪
」

「
羅
生
門
の
鬼
」

「
大
歳
の
火
」

☆
2
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日
（
土
）
1
6
時
0
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
雪
女
」
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岩
屋
の
娘
」

「
か
し
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長
者
」

「
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豆
の
黒
い
す
じ
」

☆
お
話
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会
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～
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著

生
命
科
学
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若
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」

を
美
し
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晰
な
現
代
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で
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」
。
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命
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宿
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懐
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梁
石
日
著

・
漆
黒
泉
　
　
　
　
　
森
福
都
著

・
ご
は
ん
大
好
き
！
子
ど
も
に

　
人
気
の
ホ
カ
ホ
カ
ご
は
ん

　
　
　
　
　
食
べ
も
の
文
化
編
集
部
編

・
オ
リ
ー
ブ
の
海

　
　
　
　
　
　
ケ
ヴ
ィ
ン
・
ヘ
ン
ク
ス
著

・
絶
対
、
生
き
て
や
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
古
島
町
子
著

・
ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
古
一
夫

・
全
身
き
れ
い
に
美
肌
ス
キ
ン
ケ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
英
明
著

・
酢
て
き
な
ご
ち
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
金
子
ひ
ろ
み
著

・
シ
フ
ト
　
　
　
う
え
お
久
光
著

・
こ
ど
も
た
ち
へ
　
　
水
谷
修
著

・
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
。

　
　
　
　
ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・
ノ
ル
ト
著

・
大
人
の
脳
の
鍛
え
方

　
　
　
　
　
　
　
　
久
恒
辰
博
著

・
手
軽
に
楽
し
む
小
さ
な
グ
リ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
薮
正
秀
監
修

・
誰
の
た
め
に
愛
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
曽
野
綾
子
著

・
ー
リ
ッ
ト
ル
の
涙

　
　
　
　
　
　
　
　
木
藤
亜
也
著

児
童
図
書

・
ク
リ
ス
マ
ス
の
幽
霊

　
　
　
　
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
エ
ス
ト
ー
ル
作

　
1
9
3
0
年
代
の
イ
ギ
リ
ス

の
小
さ
な
町
を
舞
台
に
、
男
の

子
の
冒
険
と
、
父
と
息
子
の
絆

を
描
い
た
、
心
に
残
る
ク
リ
ス

マ
ス
の
物
語
。
作
者
ウ
エ
ス
ト

ー
ル
自
身
の
子
ど
も
時
代
の
回

想
記
を
併
録
。

（
小
学
校
上
・
中
学
年
対
象
）

そ
の
他

・
職
業
別
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
・
制

　
服
絵
事
典

　
　
日
本
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
監
修

（
小
学
校
上
・
中
学
年
対
象
）

・
く
ん
れ
ん
ば
っ
ち
り

　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
直
子
作

（
小
学
校
初
学
生
対
象
）

・
写
真
絵
本
国
境
な
き
医
師
団

　
　
　
　
国
境
な
き
医
師
団
日
本
監
修

（
小
学
校
上
学
年
対
象
）

・
ビ
ロ
ー
ド
う
さ
ぎ

　
　
　
マ
ー
ジ
ェ
リ
ィ
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
ぶ
ん

（
小
学
校
上
・
中
学
年
対
象
）

・
巨
人
の
風
車
　
　
吉
田
と
し
作

（
小
学
校
上
・
中
学
年
対
象
）

・
ガ
リ
レ
オ
工
房
の
身
近
な
道

　
具
で
大
実
験

　
　
　
　
　
　
滝
川
洋
二
編
著

（
中
学
生
・
高
校
生
対
象
）

・
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
と
異
界
の
伝
説

　
　
　
　
　
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ケ
イ
作

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
リ
ト
ル
・
ソ
ル
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ア
シ
ュ
リ
ー
作

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
海
底
二
万
里
　
上
・
下

　
　
　
　
　
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
作

（
中
学
生
対
象
）

・
ロ
ー
ラ
＊
ロ
ー
ズ

　
　
　
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
著

（
中
学
年
対
象
）

・
1
4
歳
の
法
律
相
談
所
（
ロ
ー

　
ス
ク
ー
ル
）
　
　
野
田
和
寿
著

（
中
学
生
・
高
校
生
対
象
）

・
対
馬
丸
　
　
　
　
大
城
立
裕
作

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

え
ほ
ん

・
ゆ
う
か
ん
な
ち
び
の
お
針
子

　
　
　
メ
ア
リ
ー
・
ポ
ー
プ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
文

・
お
ば
け
と
し
ょ
か
ん

　
　
　
　
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
メ
リ
ン
グ
さ
く

・
ね
ず
み
く
ん
と
か
く
れ
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
な
か
え
よ
し
を
作

・
山
い
っ
ぱ
い
の
き
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
君
島
久
子
ぶ
ん

・
忍
者
に
ん
に
く
丸
川
端
誠
作

・
タ
ン
タ
ン
ソ
ビ
エ
ト
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ル
ジ
ェ
作

・
こ
と
わ
ざ
の
え
ほ
ん

　
　
　
　
　
　
西
本
鶏
介
編
・
文

・
ア
ン
ジ
ュ
ー
ル

　
　
　
　
　
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
バ
ン
サ
ン
作

・
て
ぶ
く
ろ

　
　
　
　
エ
ウ
ゲ
ー
ニ
ー
・
ζ
・
ラ
チ
ョ
フ
え

・
こ
ぐ
ま
く
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
作

・
と
の
さ
ま
サ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
本
田
カ
ヨ
子
ぶ
ん

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

閲醸腰●唾匪騙掲騰i■i睡曇踵i縦……
T

■

一
＝≡善

鴨

●
……箪慰景

蝋陶画　　〆　　インフォメーション

鵬
鯉麟伊

　　特設人権相談のご案内
　いじめ・いやがらせ・差別・名誉・プライバシー

家族関係や近隣関係での困りごとなどの問寿

でお悩みの方、ご遠慮なくご相談ください。

　相談は無料、予約不要です。日程・場所な、

都合のよい相談所にお越しください。

第
5
7
回
人
権
週
間

『
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識
』

～
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え

　
　
　
の
な
い
命
を
大
切
に
～

　
国
連
は
「
世
界
人
権
宣
言
」
の
採

択
日
で
あ
る
1
2
月
1
0
日
を
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
で
も
「
人
権
デ
ー
」
を
最

終
日
と
す
る
1
2
月
4
日
～
1
0
日
ま

で
の
1
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定

め
、
人
権
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
「
人
権
週
間
」
に
先

駆
け
て
先
日
の
産
業
文
化
祭
で
啓

発
物
品
の
配
布
や
展
示
な
ど
で
人

権
啓
発
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
こ
の
人
権
週
間
中

に
、
思
い
や
り
の
心
・
命
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
役
場
で
は
、
人
権
週
間
中
、
町

内
の
子
供
た
ち
か
ら
描
い
て
も
ら

　
　
　
・
題
　
　
ど

つ
た
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○
街
頭
啓
発
活
動

　
人
権
週
間
に
関
す
る
チ
ラ
シ
、

啓
発
物
品
を
店
舗
前
で
配
布
し
ま

す
。12

獅
Q
日
（
金
）
1
6
時
3
0
分
か
ら

日
向
市
　
ジ
ャ
ス
コ
日
向
店

　
　
　
　
う
め
こ
う
じ
日
向
店

12

獅
U
日
（
火
）
1
6
時
か
ら

門
川
町
　
サ
ン
シ
ー
ル
さ
の

　
　
　
　
マ
ル
シ
ョ
ク
門
川
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
啓
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭
擁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
す

i月日　　時間　　　　場　　　所　　I　　　　　　i

12月6日（火）10時～15時まで1日向市　中央公民館 1

　　　　　1P2月6日（火）． P0時～15時まで 門川町総合福祉センター

112月7日（水）
10時～15時まで 東郷町社会福祉協議会

…12月7日（水）310時～15時まで 南郷村多目的研修センター

12月8日置木）i10時～15時まで 　　　　　　　　　　　　…
ｼ郷村峰集会センター

i12月8日（木）！10時一15時まで 北郷村林業センター　i

312月9日（金）110時～！5時まで 諸塚村老人福祉館　　…

旨12月9日（金）110時～15時まで1椎葉村　高齢者センター　　1

第
5
回
若
山
牧
水

全
国
こ
ど
も
短
歌
ま
つ
り

■
日
　
時

■
場
　
所

■
内
　
容

【
第
一
部
】

【
第
二
部
】

【
第
三
部
】

平
成
1
7
年
1
2
月
2
6
日
（
月
）

9
時
3
0
分
～
1
5
時
5
0
分

東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
及
び
中
央
公
民
館

全
国
こ
ど
も
短
歌
コ
ン
ク

ー
ル
表
彰
式

舞
台
芸
術
鑑
賞
会

第
3
1
回
牧
水
か
る
た
大
会

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
平
成
1
7
年
工
業
統
計
調
査
を
1
2
月
3
1

日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年

12

獅
ｩ
ら
来
年
－
月
に
か
け
て
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
産
業
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
郷
町

うなぎ稚魚の特別潮紅について

　平成17年11月25日から平成18年3月10日まで、県内各河川において、増・養殖用種苗を確保するため、うな

ぎ稚魚（しらすうなぎ）の特別心組が行われています。

　うなぎ稚魚の採補には、知事の特別採補許可が必要であり、許可を受けずに採石した場合は処罰されます。

　また、　「うなぎ稚魚の取扱いに関する条例」に基づく登録を受けずに、全長25cm以下の大きさのうなぎ稚

魚を売買・所持等をした場合にも処罰されますのでご注意ください。

　【問合せ先】

　　　宮崎県農政水産部水産政策課　　電話　0985－26　7146

自衛官募集のお知らせ

募集種目 募集人員（全国） 資　格 受付期間 試験期日及び合格発表 1入（校）隊

一　次 18年1月14日（土）

自衛隊生徒

陸上約250名

C上約60名

q空約50名

中卒（見込含）

P7歳未満の男子

11月1日（火）～

P月10日（火）
二　次 18年1月27日（金）～30日（月）

18年3月下旬～

@4月上旬
最終合格 18年2月21日（火）



圃
　頴，

●勤騨灘醜御＿響
　　舞ノ　インフォメーション

　　公の施設の指定管理者を募集します

●指定管理者制度とは
　平成15年9月に地方自治法が一部改正され、「公の施設」の管

理運営について、民間の能力を活用することにより住民サービ

スの向上と経費削減を目指す、指定管理者制度が創設されま
した。指定管理者制度においては、従来の管理委託制度とは異
なり、地方公共団体が出資する法人や公共団体等に限らず、
民間業者も議会の議決を経て「公の施設」の管理を行う指定管
理者となることができます。

　本町では、「公の施設」の指定管理者の指定に当たり、管理
運営について創意工夫のある提案を広く募集します。

●募集要項について
　施設及び業務内容のほか、応募資格や応募方法、選定基準
などの具体的な内容は、募集要項に記載します。募集要項は、
東郷町のホームページ（http：〃www．town．togomiyazakijp）から

ダウンロードできるほか、施設を所管する役場担当課窓口でも
配布しております。

　なお、ホームページに掲載のない資料については、担当課窓
口での配付となりますので御了承ください。

●対象施設
　次の施設について募集を行います。

平成18年度の指名競争入札参加資格
審査申請書の提出は日向市へ！

日向市指名競争入札参加資格審査申請要領

　日向市が発注する建設工事・業務委託・物品
購入などの指名競争入札または、見積もりに参
加を希望される方は、下記のとおり申請書を提
出してください。

《対象及び有効期間》

区　分 内　　　　容 有効期間
物品購入等
i追加受付）

印刷・事務用品・電気製品・

L念品・被服・自動車など

平成18年4月1日～

@平成19年3月31日

建設工事
土木健設・電気・水道（館）・

ﾜ装・塗装・造園・板金など

平成18年4月1日～

@平成20年3月31日

業務委託
測量・設計・補償・調査・警備・
ｴ掃・各種メンテナンスなど　　　，

平成18年4月1日～

@平成20年3月31日

施設名称 所　　在　　地

牧水公園交流施設 東郷町大字坪谷

東郷町物産センター 東郷町大字山陰辛

東郷町農産加工施設 東郷町大字山陰辛

※物品購入等については、今回は追加受付です
　ので昨年申請された方は提出不要です。

●受付期間
　建設工事・業務委託
　　平成17年12月1日（木）～平成17年12月28日（水）

　物品購入等
　　平成18年2月1日（水）～平成18年2月28日（火）

●受付時間
　　午前9時～12時、午後1時～4時（土・日曜日及

　び祝祭日を除く）

●注意事項
　・建設工事と業務委託についてはA4ファイル

　　綴じでお願いします。（ファイル色指定なし）

　・日向市指定様式以外のものについては、国
　　土交通省統一様式でも構いません。

　・原本の表示のないものは写しでも構いません。

●提出先・問合せ先
　〒883－8555　日向市本町10番5号

午～12時、午後1時～4時（土・日曜日及

垂除く）

事と業務委託についてはA4ファイル

お願いします。（ファイル色指定なし）

指定様式以外のものについては、国
省統一様式でも構いません。

麦示のないものは写しでも構いません。

胡合せ先

　日向市本町10番5号

　日向市役所契約管理課　契約係
　　　　電話54－5761

ii●募集要項の配布及び申請の受付
！i　　配布期間平成17年11月25日（金）～

U　　受付期間平成17年12月1日（木）～12月12日（月）
ミ

ii　申請資格や提出書類等は、必ず募集要項を確認してください。

1●選定方法等
：葦

@「東郷町指定管理候補者選定委員会」において選定基準に
・i基づき、申請団体から提出された事業計画書等により審査した

コ
　

i上、東郷町が指定管理者の候補者として選定します。その後、
ll町議会の議決を経て指定管理者に指定します。指定管理者に
・iよる施設の運営は、平成18年1月1日からを予定しています。

ロ
　

…i●申請書等の提出先・お問合せ先
・i　ご不明の点等ありましたらお問い合わせください。

のホームページで申請書のダウンロー｝i
4鼻　　　二r1」　　　z7　　　fし ↓r1　　　　、巨，　　　　ヨ旧口 缶　二ち｛　∫1L　　口

施設名称 担　当　課 電話番号
牧水公園交流施設 企画調整課 0982－69－3901

東郷町物産センター 〃 〃

東郷町農産加工施設 農林振興課 0982－69－3907

※日向市のホームページで申請書のダウン1

　ドのできます。

ホームページアドレス
http：〃www．city．hyuga．miyazakijp／chotatsu／

　
合
併
時
に
設
置
す
る
東
郷
町
地
域

　
自
治
区
地
域
協
護
会
委
員
の
候
補

　
者
を
募
集
し
ま
す

　
　
地
域
協
議
会
の
委
員
は
、
公
共
的
団
体
等
が
推
薦
す

…　る
者
1
4
名
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
3
名
、
公
募
に
応

　
じ
た
者
3
名
の
2
0
名
で
構
成
し
、
日
向
市
長
が
選
任
し

　
ま
す
。
任
期
は
平
成
1
8
年
2
月
2
5
日
か
ら
2
0
年
2
月
2
4

　
日
ま
で
の
2
年
間
で
す
。

　
　
委
員
の
内
、
市
長
に
町
長
が
推
薦
す
る
公
募
に
よ
る

　
者
3
名
に
つ
い
て
次
の
方
法
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　
●
募
集
人
数
　
3
名

　
●
募
集
期
間

　
　
平
成
1
7
年
1
2
月
1
日
（
木
）
か
ら
1
2
月
1
5
日
（
木
）
ま
で

　
（
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
）

　
●
応
募
資
格

　
（
1
）
町
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
で
、
町
内
に
居
住

　
し
て
い
る
方

　
（
2
）
平
成
1
8
年
2
月
2
5
日
現
在
で
2
0
歳
以
上
の
方

　
●
応
募
方
法

　
　
1
2
0
0
字
以
内
で
、
「
合
併
後
の
東
郷
町
を
考
え
る
」

　
と
題
し
た
作
文
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
（
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
を
記
入
、
郵
送
可
）

　
●
選
考
方
法

　
（
1
）
応
募
者
が
提
出
し
た
作
文
に
よ
り
町
長
が
選
考
す

　
る
。

　
●
結
果
の
通
知

　
　
平
成
1
7
年
1
2
月
2
6
日
（
月
）
ま
で
に
合
格
者
の
み
に
通

　
坐
す
る
。

　
●
提
出
先
・
問
合
せ
先

　
〒
8
8
3
1
0
1
9
2

　
　
東
郷
町
大
字
山
陰
丙
1
3
7
4
番
地

　
　
東
郷
町
役
場
　
企
画
調
整
課

　
　
　
電
話
6
9
1
3
9
0
1
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重
重
所
だ
よ
り

轟悪質商
法
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に

①
う
ま
い
話
に
ご
用
心

②
は
っ
き
り
言
お
う
「
い
り
ま

　
せ
ん
」

③
説
明
内
容
は
書
面
で
確
認

④
日
頃
の
備
え
が
自
分
を
救
う

⑤
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
早

　
め
に
確
認

　
最
近
、
東
郷
町
内
で
悪
質
な

訪
問
販
売
の
話
を
聞
き
ま
す
。

　
大
切
な
財
産
を
守
る
の
は
あ

な
た
自
身
で
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
も

あ
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
「
駐
在
所
」
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
東
郷
駐
在
所
6
9
1
2
0
2
6

〔社

�
沁
ヶ
@
人
合
併
公
告
〕

　
社
会
福
祉
法
人
東
郷
町
社
会

福
祉
協
議
会
は
平
成
1
8
年
2
月
2
5

日
、
社
会
福
祉
法
人
日
向
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
合
併
し
て
解
散
す

る
旨
を
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会

で
議
決
し
ま
し
た
。
こ
の
合
併
に

異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
2
ヶ
月
以
内
に

そ
の
旨
を
お
申
し
脆
く
だ
さ
い
。

平
成
1
7
年
1
1
月
2
5
日

宮
崎
県
東
臼
杵
江
東
郷
町
大
字

山
陰
丙
1
2
6
5
番
地

社
会
福
祉
法
人
東
郷
町
社
会
福

祉
協
議
会

　
　
　
会
長
黒
木
九
一

難
民
舞
竺

　
引
越
し
て
住
所
が
変
わ
っ
た
場

合
は
変
更
登
録
の
手
続
き
を
、
自

動
車
の
所
有
者
の
名
義
が
変
わ
っ

た
場
合
は
移
転
登
録
の
手
続
き
を
、

15

勛
ﾈ
内
に
す
る
よ
う
法
律
（
道

路
運
送
車
両
法
）
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
住
所
や
名
義
が
変
わ
っ
た
ら
、

必
ず
手
続
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

自
動
車
登
録
等
適
正
化
推
進
協

議
会

　
電
話
0
3
1
5
5
4
2
1
5
1
0
1

粗
煮
難
壁
．

　
日
向
市
で
は
、
介
護
認
定
調
査

員
の
補
充
募
集
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

●
業
務
内
容
　
介
護
保
険
に
係
る

要
介
護
等
認
定
申
請
者
の
自
宅
や

介
護
保
険
施
設
等
を
訪
問
し
、
認

定
調
査
に
必
要
な
心
身
の
状
況
等

の
調
査
を
行
う
。

●
採
用
期
間
　
平
成
1
8
年
4
月
1

日
～
平
成
1
9
年
3
月
3
1
日

●
勤
務
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜

日
ま
で
の
午
前
9
時
～
午
後
4
時

ま
で
（
但
し
、
祝
祭
日
を
除
く
）

●
報
酬
　
基
本
月
額
　
1
8
0
，

0
0
0
円
（
別
途
調
査
旅
費
加
算

あ
り
）

●
福
利
厚
生
費
　
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
、
雇
用
保
険
加
入

●
募
集
人
員
　
若
干
名

●
応
募
資
格
　
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

①
日
向
市
又
は
東
郷
町
に
住
所
を

有
す
る
こ
と
。

②
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、

看
護
師
、
準
看
護
師
、
保
健
師
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
社

会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
等
の
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
専
門
的
資
格
及

び
実
務
経
験
を
有
す
る
こ
と
。
ま

た
は
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を

有
す
る
こ
と
。

③
健
康
で
介
護
認
定
調
査
事
務
に

適
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

④
普
通
自
動
車
の
免
許
を
有
し
、

調
査
に
使
用
で
き
る
自
家
用
車
を

有
し
て
い
る
こ
と
。

●
募
集
期
間
　
平
成
1
8
年
－
月
1
0

日
（
火
）
～
1
月
3
1
日
（
火
）
ま
で

●
提
出
書
類
　
履
歴
書
持
参
（
市

販
の
も
の
を
使
用
し
、
上
半
身
の

写
真
を
貼
付
）
、
郵
送
不
可

●
選
考
方
法
　
1
次
選
考
／
書
類

審
査
、
2
次
選
考
／
面
接
、
合
格

者
の
み
に
2
次
選
考
通
知

●
提
出
先
・
問
合
せ
先

　
日
向
市
福
祉
事
務
所
高
齢
者

あ
ん
し
ん
対
策
室

　
電
話
5
2
1
2
1
1
1
（
内
線
2
1
9
3
）

〔刎
l
広
場
（
覆
）
〕

12

獅
P
8
日
（
第
3
日
曜
日
）

12

獅
Q
5
日
（
第
4
日
曜
日
）

〔佃蜚
N
末
年
始
〕

平
成
1
7
年
1
2
月
3
1
日
（
土
）
～

平
成
1
8
年
1
月
3
日
（
火
）

【東

ｽ
霊
苑
休
業
ユ

平
成
1
8
年
1
・
3
・
5
日

醸

　
　
簿

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
（
1
1
月
1
0
日
ま
で
受
付

た
分
）

■
局
鳳

0
蛆
四

《
香
典
返
》

◎
福
瀬
の
田
中
　
清
さ
ん
よ
り

（
キ
ク
エ
さ
ん
逝
去
）

◎
羽
坂
の
黒
木
ピ
サ
さ
ん
よ
り

（
伊
勢
雄
さ
ん
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
藤
栄
岩
見
さ
ん
よ
り

（
猛
さ
ん
逝
去
）

▲
属
評
論
曹

　
　
（
－
o
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

橋 黒 柏 田 赤
ち

口 木 田 辺 尤
佑2 大書 葵勇 聖三 の

汰・ 夢・ 衣・ 夜・
氏
名

勝 雄 竜 穂 保
美 一 起 積 薯

羽 寺 小
野

福 住

坂 迫 田 瀬 所

結
婚
お
幸
せ
に

　
　
氏
　
　
　
名
　
　
　
住
所

　
矢
　
野
　
辰
　
彦
　
　
坪
谷

　
平
　
城
　
文
三
恵
　
　
日
向
市

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

山
口
　
　
傳

黒
木
伊
勢
雄

氏
名

器護 年
齢

八
重
原

羽
　
坂

住
所
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薩麟魂

灘
濃、

逅匤

、
き
ﾐ

無
ﾐ

憾
ﾐ

ﾐ
一麟 F・咀⑲均0麓ﾐ

　　　　　φ導東郷幼稚園ゆ遷ﾐ

　　　　　ちゑ　　　　おもだかﾐ
．ず　D．　関野薪至仁くん（4歳）　　馨．，　　　　　爵　』諒．’ﾐ

　職父徹・ん　　姦　騨㌔．．，ﾐ

勘・ﾐ
．’ﾐ

，一．看ﾐ

動物園へ行ったよ」ﾐ

北区　仲野原住宅ﾐ

　　あお　いﾐ
地筆筒ちゃん（㈲ﾐ

　貴志さんﾐ

　小百合さんﾐ

好きな食べ物は何ですか？ﾐ

お肉、ぶどう、柿ﾐ

好きな遊びは何ですか？ﾐ

鉄棒、ままごと、粘土ﾐ

大きくなったら何にﾐ
なりたいですか？ﾐ

プリンセスﾐ

ﾐ

動物園へ行ったよ」ﾐ

賞賞喫喫賞閨貝翼ﾐ
（㊥i鶉籐ﾐ
賞関口賞賞賞賞翼ﾐ
第5回チャレンジ・ザ・ﾐ

ーデニングコンテストﾐ

向・東臼杵南部ブロックﾐ

　　　奨励賞受賞ﾐ

寺迫の橋口政美さん、洋子ﾐ

ん夫妻は、今年の4月からﾐ

ーデニングを始めたばかり。ﾐ

宅は日向灘を一望できる高ﾐ

にあり「海の青、空の青とうﾐ
　　　　　ニﾐく調和とれた・庭にしてみたﾐ

。」と応募しました。愛情込ﾐ

て植えられた花々がやさしﾐ

迎えてくれるオープンガーﾐ

ンとなり、応募数27作品のﾐ

から、1次、2次審査を経てﾐ

事奨励賞を受賞しました。ﾐ

めでとうございます。ﾐ

紙
牧
水
の
う
た
の
解
説
ﾐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
ﾐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
ﾐ

さ
れ
ば
い
つ
し
か
雲
は
降
り
来
て
ﾐ

に
寝
る
な
り
日
向
高
千
穂
（
別
離
）
ﾐ

一
ﾐ

こ
の
歌
は
明
治
四
十
年
の
夏
、
牧
水
が
早
稲
田
大
学
四
年
生
の
ﾐ

休
み
に
九
州
を
旅
し
た
と
き
の
作
で
、
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高
千
ﾐ

町
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
ﾐ

こ
の
歌
は
当
初
、
結
句
が
「
山
ふ
か
き
国
」
と
な
っ
て
第
一
歌
ﾐ

『
海
の
声
』
に
収
め
ら
れ
て
い
た
が
、
第
三
歌
集
『
別
離
』
に
ﾐ

め
る
時
に
は
結
句
を
「
日
向
高
千
穂
」
と
地
名
に
し
て
い
る
。
ﾐ

歌
の
意
味
は
「
夕
方
に
な
る
と
、
空
の
上
に
白
く
浮
か
ん
で
い
ﾐ

雲
が
い
つ
の
ま
に
か
下
に
降
り
て
き
て
、
あ
の
山
の
峯
に
、
ま
ﾐ

で
寝
て
い
る
か
の
よ
う
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
日
向
の
高
ﾐ

穂
は
山
深
い
と
こ
ろ
だ
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ﾐ

ま
た
、
歌
の
解
説
で
は
、
　
「
峯
」
は
高
千
穂
の
峯
の
こ
と
で
、
ﾐ

峯
に
眠
る
」
と
い
う
言
い
方
は
擬
人
法
で
あ
り
、
雲
に
対
す
る
ﾐ

し
さ
の
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
る
。
結
句
を
「
日
向
高
千
穂
」
と
ﾐ

名
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
風
景
が
よ
り
鮮
や
か
に
迫
っ
て
く
ﾐ

。
と
説
明
し
て
い
る
。
ﾐ

こ
の
歌
は
大
学
四
年
生
の
作
で
あ
る
が
、
牧
水
が
初
め
て
高
千
ﾐ

を
訪
ね
た
の
は
宮
崎
県
立
延
岡
中
学
校
四
年
生
の
修
学
旅
行
の
ﾐ

で
あ
る
。
ﾐ

「
月
明
し
山
脈
こ
え
て
秋
か
ぜ
の
流
る
る
夜
な
り
雲
高
う
照
る
」
ﾐ

の
歌
も
高
千
穂
で
の
作
で
あ
る
。
ﾐ

伊
藤
一
彦
著
「
命
の
破
片
」
、
ﾐ

谷
和
子
著
「
名
歌
即
訳
若
山
ﾐ

水
」
よ
り
）
ﾐ
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